
神 奈 川 県 生 活 支 援 サ ー ビ ス 担 い 手 養 成 研 修 事 業

1/17（木）9:30－16:30  （昼休み１時間）

会　場 ：  茅ヶ崎市民文化会館　大会議室　※地図裏面参照

対　象 ： 高齢者の支え合い活動に興味のある方
受講料 ：  無  料
定　員 ： 80 名 （申込順）

一緒に考えて
みませんか？

主催：神奈川県 保健福祉局 福祉部 地域福祉課／特定非営利活動法人 よこはま地域福祉研究センター
協力：社会福祉法人 翔の会

人生 100 年時代到来 !!
地域とのつながりがあなたを支えみんなを支えます

あなたのチカラを
地域で活かそう！ ！
あなたのチカラを
地域で活かそう！ ！

子育て世代と高齢者、

一緒に何ができる？

地震や災害のときの
「共助」 って何をする？

ご近所同士の助け合い、
どんなことができるかな？

いざという時に
頼れるのは誰？

要介護になったときの
心の支えは？

2050 年の日本

はどんな社会？

高齢者になったら、

自分たちのくらし

ってどうなる？

高齢者の生活支
援 ・ 介護予防は

地域で担う時代が
すぐそこに？？

この街のみらいを
予測してみよう !

「なんとなく感じている将来の不安を正しく理解し、
自分なら何ができるかを地域のみんなで考える」

今回の
テーマ



この研修は、 自分の暮らす地域に関心を広げ、 多様な人々
や組織を豊かなつながりを創り、 小地域で 「見守り」 「買い物
支援」 「外出支援」 の生活支援サービスの担い手となる人材を
養成し、 地域の人々の暮らしを支えることや新たな活動も創出
されることを期待して実施します。

今日の社会の様子をわかりやすく解説するとともに、 生き生き
と活躍する生活支援サービスの取り組みをご紹介します。 きっと
あなたも明日から一歩を踏み出してみようと思うはずです！たく
さんの方々の参加をお待ちしています。

神 奈 川 県 生 活 支 援 サ ー ビ ス 担 い 手 養 成 研 修 事 業

1/17 （木） 参加申込書　FAX 045-228-9118

講  師 会  場

特定非営利活動法人
よこはま地域福祉研究センター
事務局 ・ 理事 吉川 典子

社会福祉士。要支援児童に対
するソーシャルワークから地域
福祉に関心を持ち、2008 年か
ら中間支援業務に従事。高齢・
障害・児童など対象別の縦割り
福祉からの脱却、また、支えら
れる福祉から、当事者が自ら社
会で生き抜ける福祉への転換を
目指し研究と実践をおこなう。

2000 年介護保険制度施行前よ
り 10 年間の福祉現場経験から、
これからの時代は「地域福祉」
であると確信。その後、中間支
援NPO法人に８年勤務、５年前
より現職。「対話から、はじめる。
はじまる」をモットーに、様々な
人や組織と垣根をつくらない福
祉推進を実践中。神奈川県社会
福祉審議会委員。

特定非営利活動法人
よこはま地域福祉研究センター
センター長 佐塚 玲子

「支える福祉」から
「支え合う福祉」へ

氏名　　　　　　　　　　　　　　　       　　 　男　 ・ 　女　　　　　 ご年齢     　

TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　Email　

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 所属団体 ・ 勤務先住所
〒　

職種 ・ 保有資格受講動機

【お申込み・お問合せ】NPO法人よこはま地域福祉研究センター　TEL 045-228-9117　FAX   045-228-9118  
又は下記 web フォームからもお申込みできます。
http://yresearch-center.jp/seiaktusien2018/

至 藤沢 ・ 横浜至 平塚

至 寒川

JR 東海道線
北口

茅ヶ崎駅

ヤマダ電機． ダイクマ

イトーヨーカドー

イオン

総合体育館

市役所

中央公園

茅ヶ崎市民文化会館

【研修プログラム】 ※内容は前後する可能性があります

講   義

映像鑑賞＆講義

講義＆ワークショップ＆演習

●　高齢者福祉サービスの今

●　高齢者の理解 ・ 認知症の理解
生活支援サービスの担い手に必要な心得と手法

●　生活支援サービスってどんな取り組み？

●　住民主体の活動紹介

●　取り組みに必要なコミュニケーション手法

●　活動マネジメントについて
地域に必要なサービス実践シミュレーション

～茅ヶ崎市内の取り組み


